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次年度以降の取組概要（案）

○省力化については、運転支援ガイダンスシステムの機能向上を図りつつ、引き続き今後の導入計画を検討。
○自動化については、除雪装置の要素技術に関する実証実験を実施。

2020 2021 2022 2023 2024 以降

空港除雪
省力化
自動化

検討内容

委員会

省力化・自動化に向け必要なインフラ・車両仕様・実証実験等 継続的な検討

インフラ検討 運用ルール検討 車両仕様検討 実証実験

【第１段階:省力化（運転支援）】

実車装着
実証実験

特定エリア・特定車両
での一部導入

【第2段階:自動化】

除雪装置の自動化に向けた要素技術に関する
実証実験の実施

【省力化実証実験】
•運転支援ガイダンス
システムの検証
•モニターシステムの
検証

【自動化検討】

・運転支援ガイダンスシステム機能向上に向けた取組
・プラウ除雪車以外への運転支援ガイダンスシステム導入拡大

【自動化実証実験】

積雪・降雪下
実証実験

省力化・自動化に向けた実証実験の確認、インフラの必要性、運用評価の検討・助言

○空港除雪の省力化・自動化に向けた実証実験検討委員会

【自車位置測定技術
実証実験】
・積雪、降雪環境下
での検証

省力化導入

・除雪装置の自動化は、技術動向を踏まえ進めていく。
・走行装置の自動化は、引き続き技術動向を調査していく。


